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椋 W2)と,nR*tw2)を持った atomと見倣すことが可能で,,nL*と,nR* とがバネ定数 T
で結ばれていると考えることが出来ます｡し局在した振動状態についての話です｡ )従
って,界面を持った系の界面状態は,下図のように,二つのatomg)固有振動を計算す
る事と等価となります.
mL*(W2) mR*(QJ2)
この場合,界面に不純物原子〟が入った場合にも,三原子系として取 り扱い可能です｡
mL*(a,2)
M
mR*(α2)
以上で,Garcia-MolinerとRubisが用いた方法は,簡単に, equivalentpot.の
方法を用いずとも得る事が可能であり,そして,同じ形が最近按相互作用を持つ格子系
に対して,等しく成 り立っ事を見ました.一次元の格子系に周いると,実醸,ある条件
下で,界面に局在振動が存在する事を知 りました.
1) J･Hori,M･Ono,M･OguraandK･Wada:ProceedingsoftheInternational
Conference,Rennes,France,1971,p.400
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